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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第62期中 第63期中 第64期中 第62期 第63期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成26年
４月１日
至平成26年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

自平成25年
４月１日
至平成26年
３月31日

売上高 (千円) 556,278 511,869 523,611 1,067,433 1,041,632

経常利益 (千円) 233,203 212,187 199,194 445,447 390,675

中間（当期）純利益 （千円） 142,901 131,084 128,045 273,165 221,899

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） － － － － -

資本金 （千円） 105,000 105,000 105,000 105,000 105,000

発行済株式総数 （株） 210,000 210,000 210,000 210,000 210,000

純資産額 （千円） 1,658,053 1,911,032 2,067,666 1,788,307 1,947,574

総資産額 （千円） 1,904,226 2,152,575 2,365,072 2,071,268 2,234,482

１株当たり純資産額 （円） 7,962.41 9,179.05 10,399.64 8,588.34 9,795.62

１株当たり中間(当期)純利益
金額

(円) 686.24 629.58 644.02 1,311.83 1,069.86

潜在株式調整後１株当たり中
間（当期）純利益金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － 40.0 40.0

自己資本比率 （％） 87.1 88.8 87.4 86.3 87.2

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 211,952 127,235 177,653 458,689 311,815

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △377,431 △87,044 △60,118 △431,808 △314,329

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △7,393 △5,625 △5,553 △10,352 △8,029

現金及び現金同等物の中間期
末（期末）残高

（千円） 225,851 449,818 516,692 415,253 404,710

従業員数
（人）

15 14 11 14 14

[外、平均臨時雇用者数] (21) (29) (38) (24) (30)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について
は、記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．当社には関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益については、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
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２【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

 

 

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

 

 

４【従業員の状況】

 

(1）提出会社の状況

平成26年９月30日現在

従業員数（人） 11 (38)

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．臨時雇用者数は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）労働組合の状況

該当事項はありません。

EDINET提出書類

通天閣観光株式会社(E04638)

半期報告書

 3/28



第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間会計期間におけるわが国経済は、大規模金融緩和の影響による円高是正が続き、これに伴う輸出企業の

収益改善や雇用情勢の持ち直し等により、国内景気に緩やかな回復基調が見られるものの、消費税率の更なる引

き上げ等、景気の減速懸念となる要因が依然としてある不安定な経営環境となっております。

このような状況の下、当社は引続き「安・近・短」指向の観光地としての地位を確立すべく、各種イベントに

積極的に関与するとともに、前事業年度において通天閣地下歌謡劇場跡を改装し「通天閣わくわくランド」（以

下「地下売店」）をオープンするなど、ご来塔者の方々により満足頂くための活動を積極的に展開してまいりま

した。

その結果、当中間会計期間の入場者は49万５千人と前中間会計期間に比べ5.7％減少したものの、地下売店の売

上増加や入場料金の見直し等により、売上高は523,611千円と前中間会計期間に比べ2.3％増加しました。

　また、利益面におきましては、売上高の増加等はあったものの、地下売店の開業に伴う人件費や減価償却費の

増加等があったことから、経常利益は199,194千円と前中間会計期間に比べて6.1％減少し、中間純利益は128,045

千円と前中間会計期間と比べ2.3％の減少となりました。

 

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、法人税等の支払額53,406千円（前年

同期比54.9％減）や定期預金の預入による支出186,038千円（同117.3％増）等があったものの、税引前中間純利益

199,194千円（同6.1％減）や減価償却費58,054千円（同7.2％増）等があったことから、前事業年度末に比べ

111,982千円増加し、当中間会計期間末には516,692千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は177,653千円（同39.6％増）となりました。

　これは、主に法人税等の支払額53,406千円（同54.9％減）があった一方で、税引前中間純利益を199,194千円

（同6.1％減）、減価償却費を58,054千円（同7.2％増）計上したこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は60,118千円（同30.9％減）となりました。

これは、主に定期預金の払戻による収入136,025千円（前年同期は5,600千円）等があった一方で、定期預金の預

入による支出186,038千円（前年同期比117.3％増）があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は5,553千円（同1.3％減）となりました。

　これは、配当金の支払額によるものです。
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２【生産、受注及び販売の状況】

 

(1)仕入実績

セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

喫茶売店 144,981 124.0

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　　該当事項はありません。

 

(3）販売実績

セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

展　　望 243,261 100.7

喫茶売店 233,513 108.3

広　　告 36,000 100.0

賃　　貸 5,503 46.5

そ の 他 5,333 78.8

合　　計 523,611 102.3

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(4)展望人員及び構成比

区分
当中間会計期間

前年同期比（％）
人員（人） 構成比(%)

大　　　人 285,274 57.6 93.0

大　学　生 29,616 6.0 75.0

中　高　生 28,741 5.8 96.2

小　　　人 34,324 6.9 91.4

団　　　体 117,472 23.7 105.2

合計 495,427 100.0 94.3
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３【対処すべき課題】

当中間会計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

４【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

５【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、決定、締結、変更または解約された経営上の重要な契約はありません。

 

６【研究開発活動】

該当事項はありません。

 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態の分析

（資産の部）

　当中間会計期間末の資産の部は、減価償却が進んだことにより有形固定資産が減少したものの、中間純利益の計上

により現金及び預金が増加したこと等から、2,365,072千円となり、前事業年度末に比べ130,590千円増加（5.8％

増）しました。

（負債の部）

　当中間会計期間末の負債の部は、未払法人税等の増加等により297,405千円となり、前事業年度末に比べ10,497千

円増加（3.7％増）しました。

（純資産の部）

　当中間会計期間末の純資産の部は、中間純利益の計上による繰越利益剰余金の増加等により2,067,666千円とな

り、前事業年度末に比べ120,092千円増加（6.2％増）しました。

 

（２）経営成績の分析

（売上高）

　当中間会計期間の売上高は、523,611千円と、前中間会計期間に比べ11,742千円増加(2.3％増)しました。セグメン

トごとの売上は、展望による売上が243,261千円、喫茶売店による売上が233,513千円、広告による売上が36,000千

円、賃貸による売上が5,503千円、その他売上が5,333千円であります。

（販売費及び一般管理費）

　当中間会計期間の販売費及び一般管理費は、188,599千円と、前中間会計期間に比べ6,467千円増加(3.6％増)しま

した。

（営業利益）

　以上の結果、当中間会計期間の営業利益は、197,573千円と、前中間会計期間に比べ14,077千円減少（6.7％減）し

ました。この結果、当中間会計期間の売上高に対する営業利益の割合は37.7％となり、前中間会計期間に比べ3.6ポ

イント低下しました。

（営業外損益）

　当中間会計期間の営業外損益は、受取解約違約金の計上等により、純額で1,620千円の利益となりました。

（経常利益）

　以上の結果、当中間会計期間の経常利益は、199,194千円と、前中間会計期間に比べ12,993千円減少(6.1％減)しま

した。この結果、当中間会計期間の売上高に対する経常利益の割合は38.0％となり、前中間会計期間に比べ3.5ポイ

ント低下しました。

（中間純利益）

　以上の結果、当中間会計期間の中間純利益は、128,045千円と、前中間会計期間に比べ3,038千円減少(2.3％減)し

ました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、法人税等の支払額53,406千円（前年

同期比54.9％減）や定期預金の預入による支出186,038千円（同117.3％増）等があったものの、税引前中間純利益

199,194千円（同6.1％減）や減価償却費58,054千円（同7.2％増）等があったことから、前事業年度末に比べ

111,982千円増加し、当中間会計期間末には516,692千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は177,653千円（同39.6％増）となりました。

　これは、主に法人税等の支払額53,406千円（同54.9％減）があった一方で、税引前中間純利益を199,194千円

（同6.1％減）、減価償却費を58,054千円（同7.2％増）計上したこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は60,118千円（同30.9％減）となりました。

これは、主に定期預金の払戻による収入136,025千円（前年同期は5,600千円）等があった一方で、定期預金の預

入による支出186,038千円（前年同期比117.3％増）があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は5,553千円（同1.3％減）となりました。

　これは、配当金の支払額によるものです。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の増設計画は、次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定金額
資金調達

方法

着手及び完了予定年月

総額

(千円)

既支払額

(千円)
着手 完了

当社
大阪市

浪速区
全セグメント 免震補強工事 567,000 － 自己資金 平成26年10月 平成27年６月

 

（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 800,000

計 800,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行数

（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年12月19日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 210,000 210,000  非上場
単元株式数
100株

計 210,000 210,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年９月30日
－ 210,000 － 105,000 － －

 

 

EDINET提出書類

通天閣観光株式会社(E04638)

半期報告書

 9/28



（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

高井隆光 大阪市浪速区 66,415 31.6

西上雅章 大阪市阿倍野区 65,685 31.3

西上百合子 大阪市阿倍野区 4,310 2.1

西岡卓爾 大阪市東住吉区 4,000 1.9

東芝泰子 奈良県奈良市 2,740 1.3

東芝寿也 奈良県奈良市 2,600 1.2

近藤維良 大阪市浪速区 2,200 1.0

㈱近畿大阪銀行 大阪市中央区城見１丁目４番27号 2,000 1.0

石田春久 京都市中京区 1,900 0.9

㈱大丸松坂屋百貨店 東京都江東区木場２丁目18番11号 1,500 0.7

計 － 153,350 73.0

　（注）上記の他、自己株式が11,179株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 11,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　195,800 1,958 －

単元未満株式 普通株式　　3,100 － －

発行済株式総数 　　　　　210,000 － －

総株主の議決権 － 1,958 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式79株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

通天閣観光株式会社
大阪市浪速区恵美須東１丁
目18番６号

11,100 － 11,100 5.3

計 － 11,100 － 11,100 5.3
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２【株価の推移】

　　　当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

 

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（平成26年４月１日から平成26年９月

30日まで）の中間財務諸表について、仰星監査法人による中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社はありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当中間会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,048,144 1,324,138

売掛金 1,651 617

たな卸資産 14,903 22,760

繰延税金資産 5,043 7,067

その他 9,419 20,217

流動資産合計 1,079,160 1,374,800

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 34,372 33,403

構築物（純額） 538,616 523,025

昇降機設備（純額） 39,793 37,211

電気設備（純額） 92,320 85,470

冷暖房設備（純額） 41,856 38,747

その他の附属設備（純額） 133,332 120,773

土地 3,104 3,104

その他（純額） 95,839 83,588

有形固定資産合計 ※１ 979,235 ※１ 925,324

無形固定資産 978 1,914

投資その他の資産   

長期預金 136,000 22,000

繰延税金資産 29,653 30,672

その他 9,452 10,359

投資その他の資産合計 175,106 63,032

固定資産合計 1,155,321 990,271

資産合計 2,234,482 2,365,072

負債の部   

流動負債   

買掛金 27,167 21,571

未払金 18,949 5,445

未払配当金 45,570 47,515

未払法人税等 54,253 75,437

前受金 663 1,357

賞与引当金 2,866 3,066

その他 29,465 ※２ 43,434

流動負債合計 178,935 197,828

固定負債   

預り保証金 25,180 13,740

退職給付引当金 14,313 14,620

役員退職慰労引当金 68,478 71,216

固定負債合計 107,972 99,577

負債合計 286,907 297,405
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当中間会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 105,000 105,000

利益剰余金   

利益準備金 19,810 20,605

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,878,866 1,998,163

利益剰余金合計 1,898,676 2,018,769

自己株式 △56,102 △56,102

株主資本合計 1,947,574 2,067,666

純資産合計 1,947,574 2,067,666

負債純資産合計 2,234,482 2,365,072
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②【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 511,869 523,611

売上原価 118,085 137,438

売上総利益 393,783 386,173

販売費及び一般管理費 182,132 188,599

営業利益 211,651 197,573

営業外収益 ※１ 621 ※１ 1,685

営業外費用 84 64

経常利益 212,187 199,194

税引前中間純利益 212,187 199,194

法人税、住民税及び事業税 81,945 74,192

法人税等調整額 △841 △3,043

法人税等合計 81,103 71,149

中間純利益 131,084 128,045
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

      （単位：千円）

 株主資本

純資産合計

 

資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
利益準備金

その他利益剰
余金

利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 105,000 18,977 1,666,129 1,685,106 △1,799 1,788,307 1,788,307

当中間期変動額        

剰余金の配当   △8,329 △8,329  △8,329 △8,329

利益準備金の積立  832 △832 －  － －

中間純利益   131,084 131,084  131,084 131,084

自己株式の取得     △30 △30 △30

当中間期変動額合計 － 832 121,922 122,755 △30 122,725 122,725

当中間期末残高 105,000 19,810 1,788,051 1,807,861 △1,829 1,911,032 1,911,032

 

当中間会計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

      （単位：千円）

 株主資本

純資産合計

 

資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
利益準備金

その他利益剰
余金

利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 105,000 19,810 1,878,866 1,898,676 △56,102 1,947,574 1,947,574

当中間期変動額        

剰余金の配当   △7,952 △7,952  △7,952 △7,952

利益準備金の積立  795 △795 －  － －

中間純利益   128,045 128,045  128,045 128,045

自己株式の取得     － － －

当中間期変動額合計 － 795 119,297 120,092 － 120,092 120,092

当中間期末残高 105,000 20,605 1,998,163 2,018,769 △56,102 2,067,666 2,067,666
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 212,187 199,194

減価償却費 54,158 58,054

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 200

退職給付引当金の増減額（△は減少） 40 307

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,803 2,738

受取利息及び受取配当金 △344 △518

売上債権の増減額（△は増加） 1,352 1,034

たな卸資産の増減額（△は増加） 708 △7,857

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,316 △10,592

仕入債務の増減額（△は減少） △9,364 △5,596

その他の流動負債の増減額（△は減少） △740 17,195

その他 △9,057 △23,412

小計 245,428 230,747

利息及び配当金の受取額 237 312

法人税等の支払額 △118,430 △53,406

営業活動によるキャッシュ・フロー 127,235 177,653

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7,030 △10,105

定期預金の払戻による収入 5,600 136,025

定期預金の預入による支出 △85,614 △186,038

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,044 △60,118

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △30 -

配当金の支払額 △5,595 △5,553

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,625 △5,553

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,565 111,982

現金及び現金同等物の期首残高 415,253 404,710

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 449,818 ※ 516,692
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【注記事項】

（重要な会計方針）

 

（イ）資産の評価基準及び評価方法

　　たな卸資産

　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によってお

ります。

 

（ロ）固定資産の減価償却の方法

　　① 有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）は定額法を採

用しております。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

　　② 無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。

 

（ハ）引当金の計上基準

　　① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　　② 賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当中間会計期間に負担する部分の金額を計上しており

ます。

　　③ 退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務(簡便法)及び中小企業退職金共済制

度による給付見込額に基づき計上しております。

　　④ 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備えるために内規に基づく中間期末要支給額を計上しております。

 

（ニ）中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

（ホ）その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。
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（中間貸借対照表関係）

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成26年3月31日）

当中間会計期間
（平成26年9月30日）

1,403,736千円 1,461,500千円

 

※２ 消費税等の取扱い

　当中間会計期間において、仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、金額的重要性が乏しいため、流動負

債の「その他」に含めて表示しております。

 

 

（中間損益計算書関係）

 

※１ 営業外収益のうち主要な項目及び金額は以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　受取利息 342千円 515千円

　受取解約違約金 － 712千円

 

　２ 減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　有形固定資産 53,905千円 57,764千円

　無形固定資産 152千円 190千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）
 
前中間会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

　発行済株式     

普通株式 210,000 － － 210,000

合計 210,000 － － 210,000

　自己株式     

普通株式（注） 1,775 30 － 1,805

合計 1,775 30 － 1,805

　（注）普通株式の自己株式の株式数の増加30株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 8,329 40 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

(2)基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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当中間会計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

　発行済株式     

普通株式 210,000 － － 210,000

合計 210,000 － － 210,000

　自己株式     

普通株式 11,179 － － 11,179

合計 11,179 － － 11,179

 

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 7,952 40 平成26年３月31日 平成26年６月30日

 

(2)基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

 

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

 

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記のとおりで

　　あります。

 
前中間会計期間

（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　現金及び預金勘定 1,022,199千円 1,324,138千円

　預入期間が３か月を超える定期預金 △572,381千円 △807,446千円

　現金及び現金同等物 449,818千円 516,692千円
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（金融商品関係）

 

金融商品の時価等に関する事項

　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（（注２）参

照）。

前事業年度（平成26年３月31日）

 
　貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

（1） 現金及び預金 1,048,144 1,048,144 －

（2） 売掛金 1,651 1,651 －

（3） 長期預金 136,000 134,694 △1,305

　資産計 1,185,795 1,184,490 △1,305

（4） 買掛金 27,167 27,167 －

（5） 未払金 18,949 18,949 －

（6） 未払配当金 45,570 45,570 －

（7） 未払法人税等 54,253 54,253 －

　負債計 145,941 145,941 －

 

当中間会計期間（平成26年９月30日）

 
中間貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

（1） 現金及び預金 1,324,138 1,324,138 －

（2） 売掛金 617 617 －

（3） 長期預金 22,000 21,498 △501

　資産計 1,346,755 1,346,254 △501

（4） 買掛金 21,571 21,571 －

（5） 未払金 5,445 5,445 －

（6） 未払配当金 47,515 47,515 －

（7） 未払法人税等 75,437 75,437 －

　負債計 149,969 149,969 －

（注１）金融商品の時価の算定方法

(1)現金及び預金、(2)売掛金、(4)買掛金、(5)未払金、(6)未払配当金、(7)未払法人税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。

(3)長期預金

　元利金の合計額を、リスクフリーレートで割り引いた現在価値により算定しております。

 

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）

　区分
前事業年度

（平成26年３月31日）

当中間会計期間

（平成26年９月30日）

　預り保証金 25,180 13,740

　預り保証金は、期限の定めがなく、将来キャッシュ・フローの予測が困難であることから、時価開

示の対象とはしておりません。
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（注３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することがあります。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、通天閣及び同内の売店の運営並びに広告等を主な事業としていることから、サービスの種類・

性質等を考慮し、「展望事業」、「喫茶売店事業」、「広告事業」及び「賃貸事業」の４つを報告セグメ

ントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、売上総利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

　前中間会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

      （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 展望 喫茶売店 広告 賃貸 計

売上高        

外部顧客への売上高 241,574 215,692 36,000 11,833 505,100 6,768 511,869

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 241,574 215,692 36,000 11,833 505,100 6,768 511,869

セグメント利益 241,574 97,606 36,000 11,833 387,014 6,768 393,783

セグメント資産 － － － － － 2,152,575 2,152,575

その他の項目        

減価償却費 － － － － － 54,158 54,158

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ロイヤリティに
係る事業等や、全社に係る損益及び資産が含まれております。

 

　当中間会計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

      （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 展望 喫茶売店 広告 賃貸 計

売上高        

外部顧客への売上高 243,261 233,513 36,000 5,503 518,278 5,333 523,611

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 243,261 233,513 36,000 5,503 518,278 5,333 523,611

セグメント利益 243,261 96,075 36,000 5,503 380,839 5,333 386,173

セグメント資産 － － － － － 2,365,072 2,365,072

その他の項目        

減価償却費 － － － － － 58,054 58,054

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ロイヤリティに
係る事業等や、全社に係る損益及び資産が含まれております。
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４．報告セグメント合計額と中間財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項）

　該当事項はありません。

 

【関連情報】

 

Ⅰ　前中間会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）

 展望 喫茶売店 広告 賃貸 その他 合計

　外部顧客への売上高 241,574 215,692 36,000 11,833 6,768 511,869

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　中間損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客がないため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）

 展望 喫茶売店 広告 賃貸 その他 合計

　外部顧客への売上高 243,261 233,513 36,000 5,503 5,333 523,611

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　中間損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客がないため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 

　１株当たり純資産額は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（平成26年３月31日）
当中間会計期間

（平成26年９月30日）

１株当たり純資産額 9,795円62銭 10,399円64銭

 

　１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり中間純利益金額 629円58銭 644円02銭

（算定上の基礎）   

中間純利益金額（千円） 131,084 128,045

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益金額（千円） 131,084 128,045

普通株式の期中平均株式数（株） 208,208 198,821

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

（２）【その他】

 

　　　　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
 

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第63期）（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）平成26年６月24日近畿財務局長に提出

 

(2）有価証券報告書の訂正報告書

　平成26年10月31日近畿財務局長に提出

　事業年度（第63期）（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）の有価証券報告書に係る訂正報告書で

　あります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

通天閣観光株式会社(E04638)

半期報告書

27/28



 

独立監査人の中間監査報告書

 

 平成26年12月12日

通天閣観光株式会社  

 

 取締役会　御中   

 

 仰　星　監　査　法　人  

 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 髙谷　晋介　　㊞

 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 髙田　篤　　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる通天閣観光株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第64期事業年度の中間会計期間（平成26年４月
１日から平成26年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変
動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成
し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な
情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行っ
た。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判
断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これ
に基づき中間監査を実施することを求めている。
　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一
部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択
及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示
に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見
　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て、通天閣観光株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成26年４月１
日から平成26年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め
る。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に
添付する形で別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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